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１. 2021年度活動方針
· 異業種交流委員会が発足した当時の趣旨（前身は、中小企業委員会）に立ち返り、日本からの進出企業と日系人企業との交流促進をイメージしつつ、「ブラジル日系人社会」を本年度、そして来年度に続くテーマとして定め、取り組んでいく。
· 具体的には、無理のある交流を企画するのではなく、商工会のマジョリティを占める日本企業会員に「ブラジル日系人社会」について、知識・理解を深めて頂けるよう、様々な分野で活躍されている日系人の方々に講演頂くことを、本年度のイベント活動の骨子とする。
２. 2021年度活動実績報告
· 4月28日　講演　アルベルト乙幡氏　CAMTA（トメアス総合農業協同組合）代表
「日系人コミュニティが貢献するアマゾンのSDGs　-アグロフォレストリー-」
参加者、約100名
要旨：作物と森林樹木との混植により農産物の生産と森林の育成・再生の両立を可能とするアグロフォレストリーの紹介。パラ州トメアス入植（1929年）以降の日系移民が遭遇した数々の苦難と克服（カカオ栽培の失敗、悪性マラリアの蔓延、胡椒栽培の病害による壊滅的打撃等）についてご講演。
· 7月30日　講演　ルイス西森 下院議員
「日伯経済・友好交流の展望　-改めて教えましょう、ブラジルの魅力を-」
参加者約70名
要旨：日系社会によるブラジルの発展への貢献の歩み（日本政府の支援を受けたセラード地域の農業開発。工業、法曹、医療といった知識産業への人材輩出等）。出稼ぎによる日系社会の空洞化への対応（日系団体や進出企業の協力を得て語学・職業研修の充実による若者がブラジルで活躍するための環境の実現）についてご講演。政治情勢や農業行政等についての意見交換。
· 10月1日　講演　イサオ・ミゾグチ氏（ホンダ・サウスアメリカ顧問）
「アマゾン経済発展＆環境保全両立への日系企業の貢献　-アマゾンの意外な秘話-」
参加者約100名
要旨：アマゾナス地域の森林破壊の歴史、状況。マナウス市発展の歩み（アマゾナス州のゴム採集の集積地として発展）。日本人によるアマゾナス地域への貢献（麻袋用のジュート栽培の成功、アマゾニア産業研究所設立、日伯共同プロジェクトとしてのアルミ事業、鉱山開発事業など）。マナウスフリーゾーンの位置づけ（雇用確保、優遇税制、存在意義）などについてご講演。
· 12月3日　講演　セイチ岩野氏（REN代表）　
「日系ブラジル人ネットワーク「REN」-人材を育成し、企業を繋げ、次世代を育てる-」
参加者約50名
要旨：日系ブラジル人ネットワーク「REN 」(‘21/2月設立)のミッション、ビジョン、バリュー、並びに、活動の柱としている「人材を育成し（教育）、企業を繋げ（ビジネス）、次世代を育てる（文化）」について、それぞれの詳細な活動内容を紹介。今後、日系アイデンティティへの理解、ブラジル全国への拡大、他国への展開、社会的・環境的な価値創造などに注力される旨ご講演。
以上
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